
  令和６年度学校運営協議会 協議の柱 （会の設計図） 第１回（提案）、第２回（授業参観）  附属特別支援学校 

 「テーマ」 

● 社会の変化や時代の変化、様々な課題解決にむけて、学校だけでは解決できない 

願い・事象・子供の生きる力を培うために、コミュニティ・スクール「学校運営協議

会」において課題を共有・協議し、地域の学校、附属学校としての役割を果たす。 
 

★ 在学中、及び学校卒業後、生徒一人一人が個の有する力を発揮し（又は教師が見出し）、自立して 

自分らしく、活き活きと社会参加（社会貢献）できる「人」をめざす。個別最適な教育の保障をめざす。 

・福祉、労働、医療、進路（事業所）等に関わっていただいている多くの関係機関のお力は学校として宝物。 

時代の変化とともに、学校在学中につけておかなければいけない力、保護者の理解・連携・つながり。 

  ・本校の特色として「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、外部資源（人・もの）の積極的活用、 

児童生徒の「自立」を基本とした教育活動、「生きる力」（自己理解・他者認知等）を培うことを目標 

とした授業をめざしています。 

  ★ 小学部、中学部、高等部の授業において目指すもの 

    授業で学んだことー学習（資質・能力）を社会で活かす「生きる力」につなげる 

      
 


